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会計名 平成29年度予算額（千円）前年度からの増減額（千円）増減率（％）
一 般 会 計 32,540,000 ▲ 1,460,000 ▲ 4.3
特 別 会 計 29,035,055 857,893 3.0

国民健康保険事業勘定 16,188,177 ▲ 126,237 ▲ 0.8
土 地 取 得 760,207 605,595 391.7
部 落有財産 560 ▲ 140 ▲ 20.0
介 護 保 険 10,211,995 255,270 2.6
後期高齢者医療 1,874,116 123,105 7.0

公営企業会計 10,034,835 ▲ 271,843 ▲ 2.6
水道事業会計 3,735,860 ▲ 906,085 ▲ 19.5
下水道事業会計 6,298,975 634,242 11.2
合計 71,609,890 ▲ 873,950 ▲ 1.2

年度末市債残高の推移

平成 27年度決算額 637億 2,800 万円

平成 28年度見込額 637億 5,000 万円

平成 29年度見込額 623億 4,400 万円

年度末基金残高の推移

平成 27年度決算額 90億 7,900 万円

平成 28年度見込額 88億 8,900 万円

平成 29年度見込額 89億 6,200 万円

一般会計歳出（性質別） 一般会計歳入

会計別予算

一 般 会 計 325億 4,000 万円
特 別 会 計 290億 3,505 万 5千円
公営企業会計　100億 3,483 万 5千円

総額 716億 989万円
※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

歳出
（性質別）（56.6％）

その他
経費

（39.8％）

投資的経費
（3.6％）

維持補修費（0.5％）　1億7,068万4千円

積立金（1.2％）
3億7,779万8千円

貸付金（0.2%）　5,866万3千円　　　　　

普通建設事業費（3.6％）　
11億6,627万8千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,445万

物件費（15.4％）
50億2,330万9千円

補助費等（9.4％）
30億4,572万5千円

繰出金（13.0％）
42億4,766万8千円

人件費（18.6％）
60億4,443万6千円
　

扶助費（28.6％）
93億54万1千円

公債費（9.4％）　30億6,044万8千円

義務的
   経費

予備費（0.1%）　3,000万円
　　　　　　

歳出
（性質別）（56.6％）

その他
経費

（39.8％）

投資的経費
（3.6％）

維持補修費（0.5％）　1億7,068万4千円

積立金（1.2％）
3億7,779万8千円

貸付金（0.2％）　5,866万3千円　　

普通建設事業費（3.6％）　
11億6,627万8千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,445万

物件費（15.4％）
50億2,330万9千円

補助費等（9.4％）
30億4,572万5千円

繰出金（13.0％）
42億4,766万8千円

人件費（18.6％）
60億4,443万6千円
　

扶助費（28.6％）
93億54万1千円

公債費（9.4％）　30億6,044万8千円

義務的
   経費

予備費（0.1%）　3,000万円

市税（37.2％）
121億1,951万9千円

繰入金(0.9％)
2億8,105万8千円

諸収入(1.7％)
5億5,335万9千円

分担金及び負担金(1.3%)
4億908万2千円

その他(0.6％)
2億174万8千円

地方交付税（17.8％）
58億300万円

国庫支出金
（16.4％）
53億3,839万
7千円

府支出金（8.2％）
26億7,484万
2千円

その他（7.2％）
23億3,150万1千円

（43.7％）

（56.3％）

使用料及び手数料(2.0％)　
6億4,929万円4千円

市債（6.7％）
21億7,820万円

歳入

自主財源

依存財源

平成29年度　河内長野市の予算
平成２９年度予算案が３月市議会で審議され、最終日の３月２７日に可決されました。

問い合わせ　財政課

※予算の詳細は、情報センター (市役所 1階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

市債・基金残高



9 広報かわちながの●平成29年（2017）5月号

歳出
（目的別）

民生費（47％）
152億7,586万円
3千円
            

教育費（8.6％）
27億8,215万5千円

総務費（10.6％）　
34億6,177万6千円

衛生費（9.4％）
30億6,585万2千円

公債費（9.4％）
30億6,045万8千円

土木費（7.8％）
25億4,266万9千円

消防費（3.7％）
12億1,330万1千円

その他（2.0％）　
6億4,478万3千円

農林業費（1.5％）　4億9,314万3千円

一般会計歳出（目的別）

市民１人（１世帯）当たりの平成 29年度一般会計予算

市民１人当たりの予算 市民１人当たりの借金 市民１人当たりの貯金 １世帯当たりの予算 平成28年 12月末現在
人口　：108,488人
世帯数：47,403世帯299,900 円 291,300 円 67,365 円 686,500 円

財
政
用
語
の
解
説

●
一
般
会
計
と
そ
の
他
の
会
計

　

一
般
会
計
と
は
、
市
の
予
算
の

中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運
営

の
た
め
の
基
本
的
な
経
費
が
含

ま
れ
ま
す
。
一
方
、
そ
の
他
の
会

計
は
、
特
定
の
事
業
の
歳
入
歳
出

を
一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理

す
る
た
め
の
会
計
で
、
特
別
会
計

や
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
市
債

　

建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
収
に
よ

る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
な
ど
に

も
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み

立
て
た
り
す
る
た
め
に
設
け
る

も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

全
国
の
市
町
村
が
同
じ
水
準
の

行
政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財
政

運
営
の
均
衡
を
と
る
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
国
庫
（
府
）
支
出
金

　

国
や
府
が
、
市
な
ど
に
対
し

て
支
出
す
る
使
途
を
特
定
し
た

お
金
で
、
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
繰
入
金
と
繰
出
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
の
間
で
相
互
に
支
出
さ
れ
る

経
費
で
、
他
の
会
計
か
ら
そ
の

会
計
に
資
金
が
移
さ
れ
る
場
合

が
「
繰
入
」、
他
の
会
計
に
資
金

を
移
す
場
合
を
「
繰
出
」
と
い

い
ま
す
。

市民１人当たりの予算の使用用途

　■民生費　140,800円
　高齢者、
　児童の
　福祉などに

　■総務費　31,900円
　情報化や
　自治の推進の
　ために

　■衛生費　28,300円
　ごみの処理や
　病気の予防
　などに

　■公債費　28,200円
　借金の返済の
　ために

　■教育費　25,600円
　学校や公民館、
　図書館などに

　■土木費　23,400円
　道路や河川、
　公園の整備
　などに

　■消防費　11,200円
　消防活動や
　防災の
　ために

■その他　10,500円
農林業費などに

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
・
２
％
の
減

少
、
一
般
会
計
の
み
で
は
、
４
・

３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
に
伴
い
市
税
収
入
が
減
少
、
社

会
保
障
関
係
経
費
は
年
々
増
加
し
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
継
続
的
に

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
定
住
・
転
入
の
促
進
や
産
業

振
興
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
増
加
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で

は
引
き
続
き
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

既
存
施
策
・
事
業
を
見
直
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
新
た
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
総
合
計
画
、
地

方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
シ
ス
テ

ム
更
新
の
Ｉ
Ｔ
経
費
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
、
人

材
、
ス
ト
ッ
ク
を
組
み
換
え
る
な

ど
、
庁
内
・
民
間
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す

予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

  ◉ 今月の焦点　平 成 29年 度 予 算


